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平成 22 年度研究成果概要 
研究成果概要についてわかりやすく記載してください。できるだけ，図を挿入してください。すでに当該年度に

外部に発表を行った成果については，研究業績欄の業績番号と対応させてください。なお，本欄は，必要に応じて

ホームページ上で公開しますので，知的財産に関連する記述等については注意してください。 

 
 
必要な部分がありましたら抜粋下さい 
 
 
マイクロ RNA と転写因子は協調的に遺伝子を制御する。ヒトの遺伝子制御ネットワークにおいて、

マイクロ RNA はネットワークの冗長性を増加させるが、協調的な制御の対象となる遺伝子のレパ

ートリーは減少させることを、ヒト・ゲノム情報を用いた網羅的解析において明らかにした。この

知見は糖鎖・糖質関連の遺伝子制御を探求するための基礎的知見を与える。 
 
Mol Biol Evol. 2011 28(1):639-46 Iwama et al. より抜粋。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

＜その他＞ 糖代謝に関わる遺伝子制御の解析と実験的検証を行った。 

 



 
今後の研究計画 
平成 22 年度に得られた研究成果を踏まえ，今後の研究計画について具体的に記載してください。図を挿入して

もかまいません。 

 
糖鎖形成に関わる遺伝子が網羅的な遺伝学的アプローチによりショウジョウバエにおいて見出さ

れた（PLoS Genet 2010 6(12): e1001254 Yamamoto-Hino M et al.）。このようなゲノムワイドな

情報の利用をヒト型糖鎖・糖質関連の遺伝子について探索する。 

特記すべき事項 
本研究に関する受賞（学生対象の賞も含む）・プレスリリース・大型外部資金獲得につながった等，特記すべき

事項があれば記述してください（ささいなことでもかまいません）。本欄は必須ではありませんので，「該当なし。」

でも可ですが，できるだけ記載してください。 

 

 



 
研究業績 
本研究に関連した，[１] 査読がある原著論文（Corresponding Author には*印を付す。），[2] 著書，[3] 招待講演，

[4] 学会発表（発表者には○印），[5] 産業財産権（特許等），[6] その他（プロシーディング，査読がない論文，投

稿記事等）を通し番号を付して記入してください。本事業の参加者にはアンダーラインを引いてください。記入欄

が足りない場合は，用紙を追加してください。なお，本欄は，必要に応じてホームページ上で公開します。 
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